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は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
開

会
に
当
た
り
、
令
和
５
年
度
の
行
政

と
予
算
案
の
大
綱
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　

　

私
の
村
長
と
し
て
の
４
年
の
任

期
は
こ
の
４
月
で
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ

り
、
日
常
生
活
の
変
化
は
も
と
よ
り

そ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
社
会
の
流

れ
、
仕
組
み
の
変
化
を
受
け
入
れ
な

が
ら
、
そ
し
て
世
界
情
勢
の
不
安
定

化
の
中
に
あ
っ
た
４
年
間
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

就
任
当
初
に
掲
げ
た
４
つ
の
テ

ー
マ
と
16
項
目
の
目
標
は
、
村
議
会

議
員
の
皆
様
や
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
感
染
症
の

影
響
で
実
施
出
来
な
か
っ
た
事
業

を
除
い
て
は
、
自
己
分
析
で
は
70
％

程
度
は
実
現
又
は
準
備
を
進
め
ら

れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
は
今
、
政
治
・
経

済
・
生
活
等
、
全
て
に
お
い
て
新
た

な
局
面
に
立
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響

は
こ
の
赤
井
川
村
に
お
い
て
も
同

様
の
課
題
と
し
て
の
し
か
か
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
の

村
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
、「
第

四
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
と

「
第
２
期
赤
井
川
村
創
生
総
合
戦

略
」
を
基
本
に
据
え
、
財
政
と
住
民

生
活
の
安
定
化
を
第
一
に
進
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

  

加
え
て
、
公
共
を
支
え
る
の
は
役

場
や
村
民
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業

や
村
に
所
縁
の
あ
る
村
外
の
方
々

と
の
協
働
が
重
要
で
あ
る
と
の
考

え
に
立
ち
、
引
き
続
き
人
と
自
然
の

調
和
を
保
ち
な
が
ら
持
続
可
能
な

開
発
計
画
に
取
り
組
む
企
業
と
の

連
携
を
大
事
に
し
つ
つ
、
村
内
に
賦

存
す
る
様
々
な
資
源
を
活
用
し
、
村

内
経
済
の
好
転
を
目
指
し
、
更
な
る

関
係
人
口
の
増
加
対
策
等
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢

　　

令
和
５
年
度
の
村
政
運
営
の
基

本
姿
勢
と
し
て
は
、
４
月
の
村
長
選

挙
に
立
候
補
を
表
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
等
の
施
策
を
大
き
く
変

更
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
国
・
道
に
財
政
的
支
援

等
を
お
願
い
し
進
め
て
い
る
事
業

計
画
や
継
続
的
に
議
論
を
進
め
て

き
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
安

定
化
を
念
頭
に
、
様
々
な
影
響
も
考

慮
し
つ
つ
、
本
来
な
ら
ば
骨
格
予
算

と
し
て
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
が

適
切
で
あ
る
令
和
５
年
度
予
算
で

は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
の
継
続
性
を

鑑
み
、
予
算
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
を
ご
理
解
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
情
勢
か
ら
住
民
生

活
に
直
結
す
る
課
題
も
数
多
く
あ

る
事
を
踏
ま
え
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁

寧
な
議
論
を
重
ね
、
次
の
三
つ
の
視

点
を
持
っ
て
優
先
順
位
を
見
極
め

な
が
ら
着
実
に
取
り
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

１　

村
内
経
済
の
好
循
環
を
見
据

　

え
た
村
づ
く
り

　

一
つ
目
は
、「
村
内
経
済
の
好
循

環
を
見
据
え
た
村
づ
く
り
」
で
す
。

　

働
く
世
代
の
減
少
は
、
村
の
元
気

と
活
力
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な
要

因
の
一
つ
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
と
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業

に
元
気
が
な
け
れ
ば
、
働
く
世
代
の

定
着
は
見
込
め
ず
、
村
全
体
に
活
力

が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
農
業
分
野
に
お
い
て

は
「
農
業
振
興
計
画
」
を
基
本
に
し

つ
つ
、
優
良
農
地
の
効
果
的
活
用
を

視
野
に
持
続
可
能
な
農
業
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

  

ま
た
、
観
光
分
野
に
お
い
て
は
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
を
中
心
と
し

た
活
動
や
キ
ロ
ロ
、
道
の
駅
な
ど
の

活
動
を
側
面
的
に
支
援
し
、
食
を
通

じ
た
観
光
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

で
築
い
た
、
関
係
人
口
（
交
流
人
口
）

と
の
継
続
的
な
関
係
構
築
、
北
後
志

エ
リ
ア
等
と
連
携
し
た
広
域
観
光

等
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進

し
ま
す
。

  

ま
た
、
地
熱
利
用
を
柱
と
し
た

「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
や
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

akaigaw
a

推
進
戦
略
」
に
基
づ
く
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
各
事
業
を
計
画
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
国
の
地
方
創
生
推
進
事
業

等
を
活
用
し
、
公
共
施
設
の
有
効
活

用
と
新
た
な
経
済
活
動
を
試
み
る

人
材
の
活
用
や
育
成
を
図
り
、
村
内

経
済
の
好
循
環
を
見
据
え
た
村
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

　

境
の
確
保

　

二
つ
目
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
生
活
環
境
の
確
保
」
で
す
。

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
保

健
・
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
域
内
交
通
の
確
保
、
さ
ら
に
は

子
育
て
支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
、
生
き
が
い
と
な
る
日
常
を

手
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
村
の
限
ら
れ
た
財
源

と
人
的
資
源
で
は
、
全
て
を
充
実
さ

せ
継
続
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難

な
こ
と
で
す
。　

　

加
え
て
、
余
市
、
小
樽
を
生
活
圏

と
す
る
多
く
の
村
民
に
と
っ
て
、
幹

線
交
通
や
域
内
交
通
の
確
保
は
、
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
重
要
な
条

件
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
福
祉
・
医
療
・
介
護

に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
村
と

社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
引

き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
分
野
別
に

課
題
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
方
々
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
協
働
関
係
を
築

き
、
課
題
解
決
が
円
滑
に
進
む
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

３　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共
施

　

設
の
計
画
的
整
備

　

三
つ
目
は
「
公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど

公
共
施
設
の
計
画
的
整
備
」
で
す
。

　

道
路
・
河
川
・
橋
梁
を
は
じ
め
、

上
下
水
道
や
公
営
住
宅
な
ど
の
公

共
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
も
住
民
生
活

の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
計
画
的

な
整
備
を
心
が
け
、
老
朽
化
し
た
施

設
も
財
源
を
考
慮
し
つ
つ
、
各
種
長

寿
命
化
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
維
持

補
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
多
く
の
経
費
を
要
す
る
大

規
模
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
費
・
道

費
補
助
や
財
政
措
置
率
が
高
い
有

利
な
起
債
を
活
用
す
る
な
ど
、
財
源

確
保
を
模
索
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
考
慮
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。  

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
も
継
続
性
や

緊
急
性
の
あ
る
も
の
や
、
防
災
対
策

な
ど
優
先
度
の
高
い
施
設
の
整
備

や
補
修
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

行
政
と
予
算
案
の
大
綱
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令和５年度行政と予算案の大綱
　

加
え
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
水
道

と
下
水
道
事
業
に
正
式
に
導
入
さ

れ
る
公
営
企
業
会
計
制
度
へ
の
移

行
準
備
の
最
終
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
十
分

な
説
明
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

重
点
施
策
の
展
開

１　

村
内
経
済
の
好
循
環
を
見
据

　

え
た
地
域
活
力
の
醸
成

①
農
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
は
、

こ
れ
ま
で
も
村
の
重
点
施
策
と
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
な
か
で
も
土
づ
く
り
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
の
振
興
、
新
規

就
農
者
対
策
、
優
良
農
地
の
利
活
用

対
策
な
ど
は
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
は
有
害

鳥
獣
の
対
策
も
そ
の
比
重
は
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
農
業

を
取
り
巻
く
課
題
は
多
く
、
今
後
も

課
題
を
整
理
し
な
が
ら
着
実
に
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、「
農
業
振
興
計
画
」

に
沿
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に
よ
る

　

農
地
基
盤
整
備
事
業
の
推
進

・
落
合
ダ
ム
及
び
関
連
施
設
の
適
切

　

運
用
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給

・
新
規
就
農
希
望
者
の
就
農
支
援
の

　

推
進

・
農
業
振
興
事
業
の
効
果
的
実
施

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
育
苗
施
設
）

　

の
在
り
方
と
支
援

・
組
織
的
な
労
働
力
確
保
に
向
け
た

　

仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

・
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
効
果
的
実

　

施
と
人
材
育
成

②
林
業
の
振
興

　

村
有
林
を
主
体
に
、
民
有
林
に
お

い
て
も
多
面
的
機
能
を
持
つ
森
林

資
源
の
保
全
と
活
用
を
計
画
的
に

進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
赤
井
川
村

森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を

進
め
ま
す
。

　

特
に
村
有
林
の
伐
期
齢
に
達
し

た
立
木
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
村
の

財
産
の
適
正
管
理
と
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
両
輪
を
視
野
に
本

年
度
よ
り
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

・
森
林
環
境
譲
与
税
の
「
活
用
基
本

　

方
針
」
に
基
づ
く
支
援

・
村
有
林
造
林
事
業
の
推
進
と
木
材

　

資
源
の
地
域
内
活
用
の
推
進

・
冷
水
峠
展
望
所
の
計
画
的
整
備

③
商
工
業
の
振
興

　

村
内
で
事
業
展
開
す
る
事
業
者

は
、
小
規
模
な
が
ら
新
規
事
業
に
挑

戦
し
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
先
例

も
有
り
、
村
の
産
業
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
は
、
商
工
会
へ

結
集
し
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
商
工

会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し

支
援
を
行
い
ま
す
。

・
商
工
会
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た

　

め
の
支
援

・
経
営
環
境
改
善
や
商
品
開
発
事
業

　

取
り
組
み
へ
の
支
援

④
観
光
の
振
興

　

村
の
観
光
は
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

を
核
と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
観
光
と
道

の
駅
や
温
泉
を
核
と
し
た
ド
ラ
イ

ブ
観
光
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
新
鮮
で
美
味
し
い
農
畜
産
物

を
活
用
し
た
「
食
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
赤
井
川
村
国
際
リ
ゾ
ー
ト
推
進

協
会
（
赤
井
川
村
Ｄ
М
О
）
を
中
心

と
し
た
観
光
振
興
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
活

動
も
含
め
、
食
と
観
光
が
有
機
的
に

結
び
つ
く
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

・
赤
井
川
村
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し
た

　

観
光
振
興
活
動
の
支
援

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

　

ナ
に
向
け
た
観
光
振
興
支
援

・
道
の
駅
「
あ
か
い
が
わ
」
地
場
産

　

品
の
販
売
促
進
支
援

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事

業
へ
の
展
開

　
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

akaigaw
a

推
進
戦
略
」
に
基
づ
き
、

温
泉
熱
の
活
用
や
地
熱
な
ど
持
続

可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
事
業
の
促
進
を
目
指
し

ま
す
。

　

特
に
、
温
泉
熱
利
用
に
つ
い
て
は

国
費
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
の
具
現
化
と
と
も
に
、
公
共
施

設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
る
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
主
体
で
進
め
ら
れ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
法
令
遵
守

を
基
本
と
し
、
村
の
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
設
置
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た

事
業
者
対
応
を
徹
底
す
る
と
共
に
、

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
策
定

準
備
を
進
め
、
開
発
と
保
全
の
バ
ラ

ン
ス
を
よ
り
一
層
心
が
け
な
が
ら
、

そ
の
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

・
公
共
施
設
（
カ
ル
デ
ラ
温
泉
、
体

　

育
館
）
へ
の
温
泉
熱
利
用
設
備
導
入

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
地
熱
発
電
、

　

水
力
発
電
計
画
へ
の
側
面
的
支
援

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジakaiga

　

w
a

推
進
戦
略
実
現
に
関
す
る
調

　

査
事
業

２　

村
民
と
協
働
す
る
行
政
の
展
開

　

全
て
の
村
民
が
心
身
と
も
に
健

康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ

う
、
保
健
・
医
療
・
高
齢
者
福
祉
・

介
護
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
事
業
を

各
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
北
後

志
消
防
組
合
赤
井
川
支
署
と
の
連

携
を
強
化
し
て
お
り
、
引
き
続
き
緊

急
時
の
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

余
市
赤
井
川
幹
線
公
共
交
通
に

つ
い
て
は
、
昨
年
４
月
か
ら
「
む
ら

バ
ス
」
の
運
行
が
始
ま
り
、
利
用
者

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
域
内
交
通
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
重
点
事
項
に
つ
い
て

は
村
民
の
皆
様
と
の
積
極
的
な
協

働
を
必
要
と
す
る
施
策
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
事
業
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
丁
寧
な
説
明
を
第
一
に
進
め

ま
す
。

①
保
健
・
医
療

・
各
種
健
診
、
健
康
教
育
・
健
康
相

　

談
等
の
充
実

・
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ

　

く
り
活
動
の
支
援

・
各
種
健
康
教
育
活
動
に
よ
る
健
康

　

管
理
意
識
の
醸
成

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

策
の
推
進

・
地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
た

　

総
合
的
な
検
討
促
進

②
子
育
て
支
援

・
妊
婦
・
新
生
児
訪
問
、
個
別
相
談

　

等
母
子
保
健
事
業
及
び
伴
走
型

　

相
談
支
援
事
業
の
推
進

・
新
生
児
聴
覚
検
査
支
援

・
産
後
ケ
ア
事
業
へ
の
取
り
組
み

・
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業

　

の
推
進

・
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
内
容
の
充
実

・
保
育
所
と
学
校
の
連
携
に
よ
る
継

　

続
し
た
支
援
体
制
の
強
化

③
高
齢
者
支
援
（
生
き
が
い
対
策
・

　

介
護
）

・
介
護
三
事
業
の
適
正
管
理

・
一
般
介
護
予
防
の
充
実
（
高
齢
者

　

サ
ロ
ン
、
運
動
教
室
）

・
総
合
相
談
支
援
の
充
実

・
認
知
症
施
策
の
推
進

・
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

・
悠
楽
学
園
大
学
の
内
容
充
実

・
高
齢
者
除
雪
支
援
助
成
金
制
度
及

　

び
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
情

　

報
提
供
の
強
化

④
障
が
い
者
支
援

・
北
後
志
自
立
支
援
協
議
会
等
を
活

　

用
し
た
相
談
支
援
体
制
の
充
実

・
障
が
い
者
の
自
立
生
活
へ
の
支
援

・
各
種
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
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供
体
制
の
充
実

⑤
地
域
福
祉

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
支
援

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
強
化

・
た
す
け
あ
い
隊
活
動
の
推
進

⑥
社
会
保
障

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

　

療
保
険
事
業
事
務
の
円
滑
化

⑦
消
防
・
救
急

・
災
害
時
連
携
対
応
の
強
化

・
救
急
救
命
体
制
の
段
階
的
運
用

⑧
移
住
定
住
対
策

・
ふ
る
さ
と
納
税
と
連
携
し
た
施
策

　

の
Ｐ
Ｒ
展
開

⑨
防
災
対
策

・
近
隣
町
村
と
連
携
し
た
防
災
対
応

　

力
の
強
化

・
学
校
教
育
活
動
と
連
携
し
た
防
災

　

教
育
の
実
施　

⑩
地
域
公
共
交
通
対
策

・「
む
ら
バ
ス
」
の
安
全
運
行
と
利

　

用
促
進
策
の
展
開

・
域
内
交
通
の
推
進

３　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共
施

　

設
の
計
画
的
整
備

①
村
道
整
備

　

村
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道

路
及
び
生
活
道
路
を
中
心
に
国
土
強

靱
化
計
画
に
基
づ
く
防
災
的
視
点
も

持
ち
な
が
ら
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
路
面
の
損
傷
な
ど
が
激
し

い
路
線
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を

定
め
、
日
常
の
通
行
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
補
修
に
努
め
ま
す
。

・
富
田
線
道
路
改
良
工
事

・
北
丸
山
線
道
路
改
良
工
事

・
村
道
舗
装
補
修
工
事

②
河
川
整
備

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
異
常
気

象
に
よ
る
防
災
対
応
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
河
道
内
に
堆
積
し
た

土
砂
や
立
木
の
撤
去
を
計
画
的
に

行
い
ま
す
。

・
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債

　

を
活
用
し
た
河
川
整
備
工
事

・
緊
急
浚
渫
推
進
整
備
事
業
を
活
用

　

し
た
河
川
護
岸
工
事

③
橋
梁
整
備

　

老
朽
化
し
た
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

「
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き

整
備
し
ま
す
。

・
西
池
田
橋
補
修
工
事

④
簡
易
水
道
の
整
備

　

安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た

め
、
適
正
な
管
理
を
継
続
す
る
と
共

に
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は

計
画
的
に
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
防
災
対
策
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
道
事

業
の
効
率
化
、
経
営
改
善
を
目
的
に

国
の
指
導
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
４

月
１
日
開
始
と
な
る
公
営
企
業
会

計
化
に
向
け
た
準
備
を
引
き
続
き

進
め
ま
す
。

・
量
水
器
取
替
工
事

・
簡
易
水
道
事
業
地
方
公
営
企
業
法

　

適
用
に
向
け
た
準
備

⑤
下
水
道
の
整
備

　

施
設
整
備
後
20
年
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
機

器
類
に
つ
い
て
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
施
方
針
」
を
策
定
し
、
更

新
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
計
画
区
域
外
に
お
け
る
合
併
浄

化
槽
の
普
及
啓
発
も
継
続
し
て
行

っ
て
お
り
、
設
置
者
へ
の
支
援
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
道

事
業
同
様
、
事
業
の
効
率
化
、
経
営

改
善
を
目
標
と
す
る
、
公
営
企
業
会

計
化
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

・
あ
か
い
が
わ
ア
ク
ア
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
水
処
理
整
備
事
業（
更
新
）

・
公
共
下
水
道
事
業
地
方
公
営
企　

　

業
法
適
用
に
向
け
た
準
備

⑥
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備

　

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」

に
基
づ
き
建
て
替
え
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
進
め
、
活
用
が
出
来
な
く
な
っ

た
村
営
・
村
有
住
宅
は
取
り
壊
し

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

・
村
営
中
央
団
地
個
別
内
部
改
修
工
事

・
村
営
中
央
団
地
個
別
外
部
改
修
工
事

⑦
そ
の
他
公
共
施
設
の
整
備

　

各
施
設
の
管
理
は
、「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
延
命

化
を
図
り
な
が
ら
村
民
の
利
用
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
計
画
的
な
維

持
補
修
に
努
め
ま
す
。

⑧
生
活
廃
棄
物
及
び
し
尿
の
処
理

　

可
燃
ご
み
及
び
資
源
ゴ
ミ
に
つ

い
て
は
、「
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
」
の
処
理
施
設
、
不
燃

物
に
つ
い
て
は
、
村
の
一
般
廃
棄
物

処
理
場
で
適
正
に
処
理
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
化

と
分
別
の
徹
底
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
北
後
志
衛
生
施
設

組
合
の
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
老
朽
化
対
策
と
し
て
新
た
な
施

設
整
備
が
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

４　

財
政
安
定
化
へ
の
取
り
組
み

　

実
質
単
年
度
収
支
で
歳
入
と
歳

出
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

状
況
を
改
善
し
、
財
政
を
安
定
化
方

向
へ
向
け
る
に
は
、
村
長
就
任
以
来

申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
お
り
、
国
費
・
道
費
の
助
成
制

度
の
活
用
は
も
と
よ
り
、
自
主
財
源

の
確
保
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を

積
極
的
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
作
成
し
令
和
８

年
度
を
目
標
に
設
定
し
た
「
財
政
健

全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
検

討
・
協
議
・
実
施
を
出
来
る
も
の

か
ら
的
確
に
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
置
き
、

令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
予
算
を
次

の
と
お
り
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
一
般
会
計

２
，
７
５
０
，
０
０
０
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

 　
　

１
８
，
９
８
１
千
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　

 

４
３
，
８
７
０
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　

 　
８
７
，
９
３
６
千
円

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

 

１
０
４
，
７
５
５
千
円

◆
総　

計３
，
０
０
５
，
５
４
２
千
円

　

む
す
び

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出

現
や
こ
の
間
の
世
界
情
勢
に
よ
り

明
ら
か
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

経
済
や
人
の
動
き
は
も
と
よ
り
、

価
値
観
や
人
間
の
生
き
方
そ
の
も

の
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
時
代
背
景
や
価
値

観
に
対
応
し
、
村
を
元
気
に
し
て
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
は
、
今
を
生

き
る
我
々
の
責
任
で
あ
り
、
ま
た
使

命
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

私
自
身
、
村
長
２
期
目
に
挑
戦
さ

せ
て
い
た
だ
く
身
で
あ
り
ま
す
が
、

行
政
や
政
策
の
継
続
性
と
い
う
基

本
に
立
ち
、
村
政
運
営
に
臨
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
骨
格
予

算
と
し
て
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
冒

頭
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
行
政

の
継
続
性
、
事
業
の
推
進
、
中
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
事
業
も
あ
り
、
国

費
、
道
費
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た

新
規
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
予
算

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重

ね
て
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
加
え
て
、

年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
活
用
が
見

込
ま
れ
る
国
費
・
道
費
の
補
助
制

度
や
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
積
極
的
に

展
開
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
財
源
確

保
に
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
村
議
会
議
員
の

皆
様
と
住
民
の
皆
様
、
そ
し
て
関

係
機
関
の
皆
様
に
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
令
和
５
年

度
の
行
政
と
予
算
案
の
大
綱
と
い

た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
開

会
に
当
た
り
、
赤
井
川
村
教
育
委

員
会
の
所
管
行
政
の
執
行
に
関
す

る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
に
よ
り
人
々
の
価
値
観
や
生

活
様
式
が
大
き
く
変
わ
る
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
に
わ
た
る
状
況

が
続
い
て
き
ま
し
た
。
国
際
情
勢

の
変
化
な
ど
、
先
行
き
が
不
透
明

な
状
態
が
続
い
て
お
り
、
従
来
の

知
識
や
経
験
だ
け
で
は
答
え
を
見

つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
困
難
に

向
か
っ
て
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
自
分
の
よ
さ
や
可
能

性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら

ゆ
る
他
者
を
尊
重
し
、
協
働
し
な

が
ら
社
会
の
変
化
を
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
教

育
に
は
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
き
、

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
資

質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
生
涯
学
習
の
理
念
に
基

づ
き
、
一
人
一
人
が
学
び
続
け
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
習
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
村
議
会

議
員
並
び
に
村
理
事
者
の
み
な
さ

ま
の
深
い
御
理
解
と
村
民
各
位
の

温
か
い
御
支
援
の
下
、
教
育
の
諸

活
動
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
教
育
行

政
推
進
の
基
本
姿
勢
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

一
つ
目
は
学
校
教
育
に
つ
い
て

で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

考
え
方
を
基
本
と
し
、
持
続
可
能

な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に

児
童
・
生
徒
が
自
ら
考
え
、
解
決

し
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
を
引
き
続
き
す

す
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
は
知
識
を
得
る
こ
と
を
主
と

し
た
教
育
か
ら
、
個
人
の
長
所
や

優
れ
た
部
分
を
発
見
し
、
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
教
育

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
資
質
・
能
力
の

育
成
に
向
け
て
は
、「
個
別
最
適
な

学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を

一
体
的
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
整
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
最
大
限
に
活
用
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

す
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
と
小
学
校
、
小

学
校
と
中
学
校
が
一
層
連
携
し
、

個
々
の
学
び
と
育
ち
を
支
え
る
赤

井
川
ス
タ
イ
ル
の
取
組
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
村
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育

む
教
育
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

二
つ
目
は
社
会
教
育
に
つ
い
て

で
す
。
社
会
教
育
で
は
、「
第
12

期
赤
井
川
村
中
期
社
会
教
育
行
政

計
画
」
に
基
づ
き
、
点
検
・
評
価

を
行
い
な
が
ら
関
係
機
関
・
団

体
・
学
校
・
地
域
の
機
能
を
生

か
し
た
事
業
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
、
社
会
教
育
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
計
画
的
な
維
持
管

理
に
努
め
、
村
民
に
と
っ
て
日

常
的
に
使
い
や
す
い
施
設
と
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
取
組
に
よ
る
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
の
連
携
を
通
し
た
教
育

内
容
の
充
実
と
人
材
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、

効
果
的
な
推
進
を
目
指
し
、
重
点

項
目
を
絞
っ
た
施
策
を
実
行
し
ま

す
。

　

重
点
施
策
の
展
開

　

次
に
、
令
和
５
年
度
の
重
点
施

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

　

く
り
の
充
実

　

第
１
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
。

　

本
項
の
一
番
の
ね
ら
い
は
教
育

環
境
・
内
容
の
充
実
と
、
赤
井
川

を
好
き
な
子
供
、
赤
井
川
を
誇
り

思
う
子
ど
も
の
育
成
で
す
。

　
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
核
に
、

学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が
相
互
に

協
力
し
、
地
域
全
体
で
学
び
を
展

開
し
て
い
く
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
」
づ
く
り
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
理
念
の
下
、
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
資
質
・
能
力
を
社
会
と
目
標

を
共
有
し
て
育
成
す
る
と
と
も
に
、

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」を
通
し
て
、教
育
課
程
の
改
善
・

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
を
通
し
て
集
ま

る
適
正
配
置
に
係
る
声
を
整
理
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い

教
育
環
境
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

２　

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
教

　

育
の
推
進

　

第
２
は
、「
新
た
な
時
代
に
対
応

し
た
教
育
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
子
ど
も
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に

付
け
て
い
く
た
め
の
「
個
別
最
適

な
学
び
」
や
「
協
働
的
な
学
び
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
充
実
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
教
育
の
充
実
が
大
切
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
総
務
省
「
地

域
活
性
化
企
業
人
制
度
」
に
よ
り

Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
人
材
派
遣
を
得

て
、
専
門
知
識
、
業
務
経
験
、
人
脈
、

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
生
か
し
、
こ
れ
ま

で
重
点
的
に
整
備
し
た
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
有
効
に
活
用
す
る
教

育
Ｄ
Ｘ
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
先

行
実
証
検
証
事
業
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教

育
で
は
、
本
年
見
直
し
を
図
っ
た

「
赤
井
川
村
国
際
交
流
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
保
育
所
で
の
英
語
活

動
や
小
学
校
1
年
生
か
ら
の
外
国

語
活
動
、
小
中
の
乗
り
入
れ
授
業
、

中
学
校
で
の
英
語
検
定
の
全
員
受

教
育
行
政
執
行
方
針
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令和５年度教育行政執行方針
験
と
無
償
化
の
取
組
等
を
通
し
て
、

引
き
続
い
て
外
国
語
教
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
教
育
大
学
札

幌
校
留
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
ス
ト
ラ
ス
モ
ア
訪
問
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
も
学
校
の
教
育
活

動
や
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
連

を
見
直
し
、
教
育
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

３　

小
中
が
連
携
し
て
生
き
る
力

　

を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

　

第
３
は
、「
小
中
が
連
携
し
て
生

き
る
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
。　

　

児
童
・
生
徒
に
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
生
き
る
力
の
支
え
と
な
る
、

知
（
確
か
な
学
力
）、
徳
（
豊
か

な
心
）、
体
（
健
や
か
な
体
）
の
調

和
の
取
れ
た
教
育
が
重
要
で
あ
り
、

義
務
教
育
９
年
間
に
系
統
性
を
持

た
せ
、
本
年
度
新
た
に
設
定
し
た

「
第
３
期
赤
井
川
村
小
中
連
携
教
育

方
針
」
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
を

実
践
し
、
将
来
の
小
中
一
貫
教
育

を
見
据
え
た
連
携
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

小
学
校
と
中
学
校
が
同
じ
目
線

で
個
々
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
と
い
う
共
通
認
識
と
、「
自

主
性
と
主
体
性
の
涵
養
」
と
い
う

連
携
教
育
の
目
標
を
共
有
し
、
中

学
校
卒
業
時
に
お
け
る
「
あ
る
べ

き
姿
」
を

『
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、
郷
土
に
誇
り

を
抱
き
、
自
己
の
夢
や
希
望
に
向

か
っ
て
歩
む
15
歳
』

と
定
め
、
そ
の
姿
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
小
中
連
携
推
進
委
員
会
」

並
び
に
「
赤
井
川
村
教
育
研
究
会
」

と
連
携
し
て
、
課
題
に
応
じ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
部
会
）
に
お
け
る

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
校
ご
と
に
次
の
取
組

を
進
め
ま
す
。

　
【
確
か
な
学
力
】
を
育
む
教
育
の

推
進
に
向
け
て
は
、
子
ど
も
た
ち

が
こ
れ
か
ら
の
社
会
や
世
界
に
向

き
合
っ
て
関
わ
り
合
い
、
自
ら
の

人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
、

生
き
て
働
く
「
知
識
・
技
能
の
習

得
」、
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き

る
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
の
育
成
」、
学
び
を
人
生
や
社
会

に
生
か
そ
う
と
す
る
「
学
び
に
向

か
う
力
・
人
間
性
等
の
涵
養
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

・
持
続
発
展
可
能
な
社
会
の
構
築

　

を
基
本
理
念
と
す
る
学
習
指
導

　

要
領
に
基
づ
く
社
会
に
開
か
れ

　

た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
と

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

ト
に
よ
る
改
善

・
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結

　

果
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
等
を

　

活
用
し
た
学
習
指
導
の
充
実

・
先
進
地
視
察
と
効
果
的
な
実
践

　

を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
の
専
科
教
員

や
授
業
研
究
に
よ
り
、
指
導
方
法

の
改
善
と
と
も
に
、
系
統
的
教
科

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
【
豊
か
な
心
】
を
育
て
る
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
倫

理
観
や
規
範
意
識
、
生
命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
の
心
、
美
し
い
も

の
に
感
動
す
る
心
や
自
己
肯
定
感

を
醸
成
さ
せ
る
た
め
に
、

・
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
授
業
の

　

職
員
研
修
と
実
践

・
児
童
生
徒
の
思
い
や
り
、
信
頼

　

関
係
を
基
本
と
し
た
生
徒
指
導

　

の
充
実

・
学
校
図
書
の
充
実
と
読
書
活
動

　

へ
の
支
援

・
児
童
生
徒
が
協
同
作
業
に
取
り

　

組
む
植
樹
活
動
の
実
施

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
【
健
や
か
な
体
】
を
つ
く
る
た
め

の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
体

力
は
、
意
欲
や
気
力
に
も
大
き
く

関
わ
り
、
食
べ
る
事
と
同
様
に
、

子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
り
心

身
と
も
に
健
や
か
に
生
き
て
行
く

た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

・
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

　

習
慣
等
調
査
や
各
種
テ
ス
ト
の

　

実
態
把
握
に
基
づ
い
た
体
育
活

　

動
の
改
善
、
充
実

・
歯
磨
き
指
導
、
フ
ッ
化
洗
口
や

　

食
育
の
充
実
な
ど
健
康
教
育
の

　

推
進

・
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進

　

や
少
年
団
活
動
等
と
の
連
携

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

教
育
環
境
の
充
実
と
保
護
者

　

支
援
の
充
実

　

第
４
は
、「
教
育
環
境
の
充
実
と

保
護
者
支
援
の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
、
と
り
わ

け
学
校
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
対
応
し
た
環
境
の
整
備
も

お
お
む
ね
整
っ
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
施
設
の
老
朽
化
、
耐
用
年
数

の
経
過
等
か
ら
修
繕
や
更
新
を
必

要
と
す
る
施
設
や
設
備
が
出
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
た
車
両
に
更

新
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
校
施

設
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
を
基
本
と
し
、
国
の
補

助
事
業
の
活
用
を
北
海
道
教
育
委

員
会
と
相
談
し
な
が
ら
、
ま
た
、

そ
の
他
の
社
会
教
育
施
設
に
つ
い

て
も
、
改
善
計
画
の
策
定
、
実
施

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

次
に
保
護
者
支
援
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
教
育
に
係
る
保

護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、

・
学
習
教
材
へ
の
支
援

・
学
校
給
食
費
無
料
化
へ
の
支
援

・
部
活
動
に
お
け
る
全
道
、
全
国

　

規
模
大
会
出
場
へ
の
支
援

・
漢
字
検
定
や
英
語
検
定
な
ど
の

　

資
格
取
得
者
へ
の
支
援

・
高
等
学
校
生
徒
の
就
学
支
援
の

　

充
実

な
ど
を
重
点
に
、
本
年
度
も
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

５　

心
と
身
体
の
健
康
を
目
指
す

　

生
涯
学
習
の
推
進

　

第
５
は
、「
心
と
身
体
の
健
康
を

目
指
す
生
涯
学
習
の
推
進
」
で
あ

り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
中
核
と
な
る
社
会

教
育
に
つ
い
て
は
、「
第
12
期
赤
井

川
村
中
期
社
会
教
育
行
政
計
画
」

後
期
計
画
を
基
本
に
、
よ
り
多
く

の
村
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
、

・
本
と
親
し
む
活
動
の
支
援
や
読

　

書
環
境
の
充
実

・
各
種
団
体
と
連
携
し
た
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
整
備

・
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
の
支
援

・
郷
土
資
料
の
活
用
を
は
じ
め
郷

　

土
を
知
る
活
動
の
推
進

・
学
校
教
育
活
動
と
連
携
し
た
国

　

際
交
流
事
業
の
推
進

・
赤
井
川
村
文
化
祭
の
充
実

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

む
す
び

　　
以
上
、
令
和
５
年
度
の
本
村
教

育
行
政
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
村
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
担

う
教
育
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

り
ま
す
。
学
校
教
育
の
充
実
と
豊

か
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向

け
、
村
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に

村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



7 広報あかいがわ　2023.4.1

　２月９日に、鈴木知事が来村され「なおみちカフェ※」が開催され
ました。
　キロロリゾートを視察後、会場をYuKiroroに移し馬場村長をはじ
め農業と観光の関係者と懇談が行われました。
　懇談では、赤井川村DMOによるリゾートを核として農業と観光業
の好循環を目指していること、村では再生可能エネルギーの活用に
よるゼロカーボンへの取組をスタートさせたことが話されました。
　知事からは、「地域や環境と調和した観光地づくりは重要なテー
マであり、引き続き取組を進めていただきたい。」とのコメントをい
ただきました。
※「地域がもっと輝く」北海道の実現に向けて知事が道内市町村を
　訪問し、市町村長や地域づくり実践者等と懇談し、地域の創意
　工夫ある取組を広く発信しています。

「なおみちカフェ」が開催されました
2023.2.9　キロロリゾート

令和４年度赤井川村通学路安全推進会議
2023.２.16　赤井川村内

　この会議は児童生徒の通学路の安全確保のため、関係機関が
対応を協議するものです。昨年度に引き続き、危険箇所に対する
状況や対策を話し合うとともに、除雪の状況を確認しました。その
後、現地に向かい通学路の危険箇所を全員で視察し、実際にどの
ような対応が可能か話し合いました。
　今後も児童・生徒の安全を確保するために、年１回以上この会議
を開催していくことを確認して会議を終えました。
　お忙しい中、ご出席していただきました関係機関の皆さま、あり
がとうございました。

　キロロスキー場にて令和４年度チャレンジスキー教室Ⅱを行い、
小学生から一般までの方が延べ17名参加しました。
　今回は長野オリンピックモーグル日本代表の坂本豪大さんが講師
として参加してくださいました。残念ながら天候にはあまり恵まれま
せんでしたが、受講生は技術の習得に励んでいました。
　２日目は希望者が検定試験を行いました。受検者はレベルの高
い滑りを見せ、４名が３級を受験し、全員が合格しました。おめで
とうございます。
　スキーシーズンもあとわずかですが、残りの期間存分にスキーを
楽しんでほしいと思います。参加された皆さまお疲れ様でした。

チャレンジスキー教室Ⅱ
2023.2.25～26　キロロスキー場
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赤井川村・神恵内村交流事業
2023.２.26　健康支援センター

　赤井川村と神恵内村は後志管内にある最も人口の少ない農村と
漁村として、平成28年度から交流・連携事業を行っており、今回は
この連携事業の一つとして、赤井川村・神恵内村村民交流事業を
実施しました。
　赤井川村からは石川隼人氏によるお米の炊き方講座、神恵内
村からは、神恵内村漁協女性部の皆様による魚のさばき方や鱈汁、
鱈の和え物講座を行いました。
　お米の炊き方講座では、参加者からお米の研ぎ方などの質問が
寄せられたり、魚のさばき方講座では、魚から血が出ないように上
手くさばく方法の説明や子ども達が魚をさばく様子を興味深々で見
学している風景などが見られました。

　今年度第３回学校運営協議会では、各部会に分かれて令和４年
度学校評価について協議していただき、その協議内容及び令和４
年度の重点に基づく学校の取り組み状況について全体で交流を行
いました。
　その後、各校長から令和５年度学校運営方針について提案があ
り、承認されました。全体交流に引き続き、後志教育局社会教育
指導班の方 を々交えて熟議を行いました。今回はテーマを設定せず、

「委員が今気になっていること」を教員・教員以外の班に分かれ、
模造紙に意見を自由に書き出し、出された意見を分野ごとに分けて
協議を深めました。更に、出された意見を班同士で説明し、交流
しました。
　最後に、ここまでの各地区懇談会等の地域保護者の声や前回熟
議のまとめを受けて、小学校適正配置にかかるこれまでの声や方
向性を次回整理し示すことを確認するとともに、委員の皆様にはア
ンテナ役として声を拾う役を担ってもらうよう依頼して会議を終了し
ました。
　会議に参加された委員の皆様、遅い時間までありがとうございま
した。

第３回学校運営協議会
2023.3.1　赤井川村役場

赤井川中学校卒業式
2023.3.15　赤井川中学校

　３月15日（水）、赤井川中学校で令和４年度の卒業証書授与式が執り行われ、11名の卒業生に齋藤校長から
卒業証書が手渡されました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染への対策が変わり制限が緩和された卒業式となりました。生徒の顔が見え
るように動画を映したりと様 な々工夫を重ねて実施されました。これから先、卒業生はそれぞれの進路へ進んで
いきます。楽しいことだけではなく、つらいことや悲しいこともあると思いますが、中学校で過ごした日 を々思い
出し、頑張ってほしいと思います。卒業おめでとうございます。

Topics
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Topics

村内小学校卒業式
2023.3.17　赤井川小学校・都小学校

　３月17日（金）、赤井川小学校と都小学校で令和４年度の卒業式が行われました。
　今年度の卒業生は、赤井川小学校９名、都小学校１名です。中学校の卒業式と同様、新型コロナウイルス感染予
防のため、式典の規模を縮小しての卒業式となりましたが、卒業生たちは、立派に成長した姿を見せてくれました。
　４月からは中学生となり、勉強はもちろんのこと部活動などでも活躍する姿を見せてくれることでしょう。卒業
おめでとうございます。

　

北
海
道
で
は
、
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
３
月
に
「
北

海
道
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
を

制
定
し
、
全
て
の
方
に
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
（
他
人
の
た
ば
こ

か
ら
発
生
し
た
煙
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
）を
生
じ
さ
せ
な
い「
受

動
喫
煙
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
た

ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人

も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

■
施
設
管
理
者
の
み
な
さ
ま

〇
屋
内
は
原
則
禁
煙
で
す
。

〇
屋
外
に
吸
い
殻
入
れ
等
を
設

　

置
す
る
場
合
は
、
施
設
の
利

　

用
者
や
通
行
人
等
に
受
動
喫

　

煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、

　

設
置
場
所
に
配
慮
し
て
く
だ

　

さ
い
。

〇
喫
煙
専
用
室
等
を
設
置
す
る

　

場
合
は
、
「
た
ば
こ
の
煙
の

　

流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
基

　

準
」
を
全
て
満
た
す
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

〇
喫
煙
専
用
室
等
を
設
置
し
た

　

場
合
は
、
出
入
口
及
び
施
設

　

の
主
た
る
出
入
口
の
見
や
す

　

い
箇
所
に
標
識
を
掲
示
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
20
歳
未
満
の
方
は
、
喫
煙
専

　

用
室
等
の
室
内
な
ど
、
喫
煙

　

で
き
る
場
所
に
は
、
従
業
員

　

で
あ
っ
て
も
立
入
禁
止
で
す
。

■
道
民
の
み
な
さ
ま

〇
喫
煙
す
る
方
は
、
20
歳
未
満

　

や
妊
婦
の
方
が
い
る
場
所
で

　

喫
煙
を
し
な
い
、
保
護
者
は

　

養
育
す
る
子
ど
も
に
受
動
喫

　

煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努

　

め
て
く
だ
さ
い
。」

〇
歩
き
た
ば
こ
や
路
上
喫
煙
は

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
倶
知
安
保
健
所
企
画

　

総
務
課
企
画
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
２

北
海
道
の
受
動

喫
煙
防
止
対
策

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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　４月13日（木）はがん検診です。申し込みをさ
れた方は、問診票、保険証を当日忘れずにお持ち
ください。

令
和
５
年
度

保
健
事
業
計
画

　

令
和
5
年
度
の
主
な
保
健
事

業
計
画
で
す
。
対
象
と
な
る
方

へ
は
個
別
に
ご
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。

■
検
診
・
健
診

〇
が
ん
検
診

　

４
月
13
日
、

　

10
月
10
日
～
10
月
12
日

〇
乳
・
子
宮
が
ん
バ
ス
検
診

　

11
月
15
日

〇
住
民
健
診

　

10
月
10
日
～
10
月
12
日

■
運
動
教
室

　

12
月
～
３
月
（
日
程
未
定
）

■
乳
幼
児
健
診

〇
乳
児
健
診

　

６
月
７
日
、
12
月
６
日

〇
乳
児
相
談

　

９
月
６
日
、
３
月
６
日

〇
１
．
６
歳
・
３
歳
児
健
診

　

９
月
27
日
、
３
月
27
日

■
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

〇
乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布

　

日
程
未
定

〇
保
育
所
歯
科
健
診

　

日
程
未
定

■
ひ
よ
こ
の
会

　

毎
月
第
3
木
曜
日
（
他
の
事

　

業
や
講
師
の
都
合
で
前
後
し

　

ま
す
。）

　

令
和
5
年
度
第
1
回
の
4
月

　

20
日
に
内
容
を
相
談
し
ま
す
。

■
産
前
・
産
後
教
室

　

年
間
３
回
予
定
（
６
月
、
９

　

月
、
１
月
で
調
整
中
）

※
日
程
が
変
更
に
な
る
こ
と
も

　

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。

　

大
き
く
な
っ
た
お
子
さ
ま
の

母
子
健
康
手
帳
は
ど
う
し
て
い

ま
す
か
？

　

母
子
健
康
手
帳
に
は
、「
予

防
接
種
の
記
録
」
の
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
小
学
校
頃
ま
で
は
、

乳
幼
児
健
診
や
予
防
接
種
の
際

に
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
中

学
生
以
上
に
な
る
と
使
用
す
る

機
会
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
も

う
使
用
し
な
い
だ
ろ
う
・・・
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
過
去
の
予

防
接
種
の
記
録
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
海

外
渡
航
や
大
学
入
学
、
医
療
関

係
技
術
者
養
成
学
校
入
学
な
ど

で
予
防
接
種
の
記
録
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
転
入
前
の
自

治
体
が
発
行
し
た
接
種
券
を
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
赤
井
川

村
の
接
種
券
を
ス
ム
ー
ズ
に
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手

持
ち
の
接
種
券
ま
た
は
接
種
記

録
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
（
保
健
福
祉
課
保
健
係
）

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

毎
年
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
移
動
献
血

車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
よ
る
献

血
を
４
月
６
日
（
木
）
に
赤
井

川
村
役
場
・
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

で
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
慢
性
的
な

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
輸

血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の

た
め
に
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

４
月
６
日
（
木
）

〇
赤
井
川
村
役
場
駐
車
場

　

午
前
10
時
～
正
午

〇
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

　
（
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

　
（
マ
ウ
ン
テ
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
後
の
献
血
に
つ
い

　

て
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ

　

っ
て
お
控
え
い
た
だ
く
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

〇
接
種
後
24
時
間
以
内
は
献
血

　

を
お
控
え
い
た
だ
く
ワ
ク
チ

　

ン
⇓
組
み
換
え
た
ん
ぱ
く
質
ワ
ク

　

チ
ン
（
例
：
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス

　

社
）

〇
接
種
後
48
時
間
以
内
は
献
血

　

を
お
控
え
い
た
だ
く
ワ
ク
チ

　

ン
⇓
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
例
：
フ

　

ァ
イ
ザ
ー
社
、モ
デ
ル
ナ
社
）

〇
接
種
後
６
週
間
以
内
は
献
血

　

を
お
控
え
い
た
だ
く
ワ
ク
チ

　

ン
⇓
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ

　

ン
（
例
：
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

　

社
、ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ
社
）

予
防
接
種
の
記
録

転
入
さ
れ
た
方
へ

献
血
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
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赤
井
川
村
で
は
、
全
て
の
妊

婦
や
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
村
保
健
師
等
が
妊
娠
期
か

ら
継
続
的
に
寄
り
添
い
支
援
を

行
う
「
伴
走
型
相
談
支
援
」
と
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
経
済
的

支
援
と
し
て
「
出
産
・
子
育
て

応
援
給
付
金
」
の
支
給
を
一
体

的
に
実
施
す
る
「
出
産
・
子
育

て
応
援
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

へ
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
開
始
時
期

　

４
月
１
日

■
対
象

　

赤
井
川
村
に
住
民
票
が
あ
る

　

方
で
、
令
和
４
年
４
月
１
日

　

以
降
に

①
妊
娠
届
を
提
出
さ
れ
た
妊
婦

②
出
生
し
た
児
の
養
育
者

■
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

　

支
給
額

①
出
産
応
援
給
付
金

　

５
万
円

②
子
育
て
応
援
給
付
金

　

５
万
円

※
い
ず
れ
も
口
座
振
込

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

赤
井
川
村
出
産
・

子
育
て
応
援
事
業

　今回は村で行っている取り組みとして、ＵＨＢ「みんテレ」に出演されている気象予報士・防災士の菅井貴子さん
を講師にお招きして、中学校において開催された出張出前授業と「地球温暖化とゼロカーボン講演会」の様子に
ついて紹介します。

【地球温暖化とゼロカーボン講演会】　２月20日（月）　赤井川村健康支援センター

　赤井川村では今後も、脱炭素社会の形成に向け地域住民の皆さまとの「共創の場」を開催します。その際は、
村のホームページや広報用ツイッターにてお知らせしますので、たくさんの皆さまのご参加をお待ちしています。

　そして、お気づきでしょうか？
　実はこの、広報あかいがわも環境に配慮したものです。
裏表紙にあります、マークが環境に配慮した用紙、環境に
配慮したインクを使用していることを表すものです。

「ゼロカーボン」ってなあに？　
　第５回　村はどんな取組をしているの？③

【赤井川中学校　環境出前授業】　２月20日（月）　赤井川中学校
　中学校２年生を対象に、「地球温暖化」と「ゼロカーボン」につい
ての講話とグループディスカッション・発表を行いました。
　講話のテーマである「地球温暖化」については、生徒たちも聞き
覚えがあり内容についてある程度理解している様子でしたが、一方
の「ゼロカーボン」については近年耳にする機会が増え、聞きなれ
なれていない生徒たちは真剣な様子で講師の話を聞いていました。
　講演の後は、各グループごとにグループディスカッションを行い
ました。議題は、「今日知ったこと・学んだこと」、「ゼロカーボンの
達成に向けて自分たちが取り組むべきこと」、「周りの大人達に取り

　講演会の前に、嶋村さんによる「赤井川村のエネルギー使用量
調査」の結果報告が行われました。この調査は、昨年初夏から、
村内事業者の皆さまや農業者の皆さま、各ご家庭の皆さまにご協
力いただき、各課事業所や家庭で使用されている、灯油・ガソリン・
電気などの使用量を伺った「二酸化炭素の見える化」調査です。調
査報告の最後は、私たちにできる「ゼロカーボンへの取り組み」に
ついての提言で閉じられました。
　菅井さんによる講演会では、北海道の「気候多様性」が地形や
海水温の影響によるものであると解説されたほか、北海道の地球
温暖化が世界平均の倍進んている結果、この50年で流氷勢力が半

組んでほしいこと」の３つをテーマにそれぞれ議論が行われ、講師の菅井さんや、北海道大学大学院生の嶋村さん、
先生方が各グループを回り出された意見に質問を行い議論の深化を促していました。
　最後に各グループよりディスカッションの結果発表があり、発表内容について講師より講評が行われました。

減したことなど気候が変わってきていること、大雪や大雨などの史上初の現象が増加していること、北海道に起こ
ると予想されている「心配事」についてなど、様々な話題がありあました。
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４
月
20
日
か
ら
４
月
30
日

ま
で
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春

は
空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く

こ
と
が
多
く
、
一
年
の
中
で
最

も
火
災
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン

で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
火
気
を

正
し
く
使
用
し
、
悲
惨
な
焼
死

事
故
を
防
ぎ
、
貴
重
な
財
産
を

失
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

お
出
か
け
は

　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の
用
心

〇
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

　

等
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

　

る
行
為
を
す
る
場
合
は
、
消

　

防
へ
の
届
出
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

※
乾
燥
時
及
び
強
風
時
な
ど
の

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状

　

況
の
場
合
は
中
止
し
、
燃
や

　

す
場
合
必
ず
現
場
に
立
ち
会

　

い
、
消
火
の
準
備
を
し
て
お

　

く
な
ど
、
近
隣
に
住
む
方
々

　

へ
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

　

に
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
21
日
（
火
）、
赤
井
川
中

学
校
2
年
生
に
授
業
の
一
環
と

し
て
救
命
講
習
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
救
急
車
が
来

る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
の
適
切
な
応
急

処
置
に
よ
り
尊
い
命
を
救
う

た
め
、
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
の
知
識
や
技

術
を
学
ぶ
も
の
で
す
。生
徒
の

皆
さ
ん
は
真
剣
に
取
り
組
み
、

実
際
の
応
急
処
置
が
出
来
る
よ

う
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
（
水
）、
悠
楽
学

園
大
学
（
老
人
大
学
）
で
救
命

講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
話
で
は
、
緊
急
時
の

心
得
・
怪
我
や
病
気
で
倒
れ
た

場
合
の
対
応
・
地
震
火
災
対
策

の
講
話
、
心
肺
蘇
生
法
の
動
画

で
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

め
ざ
せ

　

安
全
で
安
心
な
北
海
道

　

こ
の
季
節
は
、
交
通
環
境
に

慣
れ
な
い
新
入
学
（
園
）
児
が

通
学
・
通
園
を
始
め
る
と
と
も

に
、
雪
解
け
が
進
む
に
つ
れ
観

春
の
火
災
予
防

運
動
の
実
施

光
・
行
楽
や
産
業
活
動
で
の
交

通
量
の
増
加
や
車
両
の
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
す
ぎ
な
ど
に
よ
る
事

故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
交
通
安
全
知
識

を
普
及
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か

け
て
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
期
間

　
４
月
６
日（
木
）～
４
月
14
日（
金
）

■
運
動
の
重
点

〇
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行

　

者
の
安
全
確
保

〇
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

〇
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守

　

と
徹
底
と
安
全
確
保

〇
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ

　

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶
（
飲
酒
運

　

転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

　

許
さ
な
い
・
そ
し
て
見
逃
さ

　

な
い
）

■
自
転
車
安
全
利
用
五
則

〇
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優

　

先
〇
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

　

止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

〇
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

〇
飲
酒
運
転
は
禁
止

〇
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

赤
井
川
中
学
校
救
命
講
習

悠
楽
学
園
大
学
救
命
講
習

春
の
新
入
学
（
園
）
期
の

交
通
安
全
運
動
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こ
と
が
大
事
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
４
月
12
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
４
月
25
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

４
月
25
日
（
火
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

４
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

４
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

道
内
各
地
で
、「
今
か
ら
家

に
行
く
」「
俺
だ
け
ど
今
か
ら

行
く
か
ら
」
と
い
う
在
宅
を
確

認
す
る
よ
う
な
不
審
電
話
（
い

わ
ゆ
る
ア
ポ
電
）
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
、
相
手
と
は
話
さ

ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
、

「
警
察
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＃

９
１
１
０
」
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

４
月
14
日
（
金
）

　

午
後
３
時
か
ら
約
１
時
間

■
場
所

　

余
市
警
察
署
３
階
大
会
議
室

■
参
加
方
法

　

参
加
費
無
料

■
そ
の
他

〇
受
講
希
望
者
は
、
事
前
に
電

　

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
事
業
所
や
町
内
会
等
の
会
合

　

に
出
向
く
出
張
セ
ミ
ナ
ー
も

　

行
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

余
市
警
察
署
生
活
安
全
係

　

℡
２
２

－

０
１
１
０

　
（
内
線
２
６
２
）

　

登
下
校
時
間
帯
、
放
課
後
の

時
間
帯
の
子
ど
も
の
飛
び
出
し

に
注
意
！

　

児
童
の
登
下
校
や
下
校
後
の

時
間
帯
は
、
住
宅
街
な
ど
で
飛

び
出
し
に
よ
る
事
故
に
遭
う
ケ

ー
ス
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
な
所
か
ら
飛
び
出
し
て

く
る
な
ん
て
、
と
い
う
状
況
の

事
故
が
増
え
る
時
期
で
す
。

　

子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
慎
重

な
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

○
入
山
す
る
時
は
、
複
数
で
行

　

動
し
ク
マ
鈴
な
ど
の
音
で
存

　

在
を
知
ら
せ
る

○
新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ヒ

　

グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
す

　

る
○
残
飯
や
生
ゴ
ミ
を
放
置
し
た

　

り
、
埋
め
な
い

○
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

　

返
す

○
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

　

騒
ぐ
と
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を

　

興
奮
さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険

　

が
あ
る
の
で
、
リ
ュ
ッ
ク
や

　

持
ち
物
の
回
収
は
せ
ず
、
ゆ

　

っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る

子
ど
も
の
飛
び
出
し
に
注
意

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

余
市
警
察
署
だ
よ
り

春
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る

人
身
被
害
の
防
止

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
24
回
赤
井
川
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

と
　
き　

３
月
５
日

と
こ
ろ　

キ
ロ
ロ
特
設
コ
ー
ス

成
　
績

【
幼
児
の
部
】

▽
５
位　

能
登　

奏
太

▽
７
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
１
年
女
子
】

▽
２
位　

佐
々
木
風
佳

【
小
学
３
年
女
子
】

▽
１
位　

佐
々
木　

心

▽
６
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
３
年
男
子
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

【
小
学
５
年
女
子
】

▽
４
位　

小
林　

ゆ
め

▽
10
位　

末
次　

梨
胡

【
小
学
６
年
女
子
】

▽
６
位　

山
口　

彩
葉

【
小
学
６
年
男
子
】

▽
５
位　

馬
場
琥
太
郎

【
中
学
女
子
】

▽
８
位　

能
登　

ふ
く

【
中
学
男
子
】

▽
３
位　

小
林　

陽
真

各
種
大
会
の
結
果

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書

は
、
原
則
と
し
て
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
及
び
信
書
便
事
業
者

だ
け
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
※

宅
配
便
や
メ
ー
ル
便
で
は
、
原

則
と
し
て
信
書
の
送
付
は
で
き

ま
せ
ん
。）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

◇
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵

　

政
行
政
部

　

https://w
w

w
.soum

u.go.j

　

p/yusei/index.htm
l

◇
信
書
便
制
度
周
知
リ
ー
フ
レ

　

ッ
ト

　

https://w
w

w
.soum

u.go.j

　

p/m
ain_content/0007399

　

46.pdf

　

ま
た
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵

　

政
局
郵
政
行
政
部
郵
便
課

　

℡
０
３

－

５
２
５
３

－

５
９
７
５

　

mailshinsho_soudan@
soum

　
　

u.go.jp

手
紙
を
守
る
た
め
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
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赤　 井 　川 むらバス
だ よ り

　令和５年４月１日より、「むらバス」の運行ダイヤ及びバス停の位置、運行経路に変更がありますのでお知らせ
します。

■主な変更点
　〇バス停「常盤」が赤井川村山村活性化支援センターの敷地内に設置されます。
　　（今まではキロロ寮と赤井川村山村活性化支援センターの中間地点に設置されていました。）
　〇常盤地区にあります、キロロ寮の敷地を経由し運行します。
　〇６便の変更
　　午後２時25分の余市発赤井川方面行きを午後３時55分余市発に変更します。
　　その他のダイヤ改正は６便の変更による調整、バス停・運行ルート変更伴う運行所要時間の反映となります。
　　詳しくは、に３月15日の区会回覧にてお配りした、「むらバスマップ」をご覧ください。

※運賃、定期券、フリー乗降区間（バス停「生活館前」～「常盤」）に変更はありません。

■令和４年４月～令和５年２月までの乗車実績
　令和４年４月１日より運行を開始し、令和５年２月末時点の乗車人数は８，２９５人（延べ）となっており、前年
同月（令和４年２月末時点、５，１６５人）と比較し約１．６倍の乗車率となりました。

　これもひとえに、ご利用してくださる皆さまのおかげです。いつもご利用いただきありがとうございます。
　今後も、乗車される皆さまはもとより、地域公共交通活性化協議会などを通じ行政だけでなく、関係機関や
住民の皆さまと「地域のみんなで創り続けるむらバス」を目指していきます。
　これからも「むらバス」をどうぞよろしくお願いいたします。

■お問い合わせ
　総務課総務係　℡０１３５－３４－６２１１

■運行に関するお問い合わせ
　（有）赤井川ハイヤー
　℡０１３５－３４－６２５９
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

◆
開
催
月
日
／
２
月
27
日

◆
報
告
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◆
会
議
案
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
者
認
定
登
録
の
承

　

認
に
係
る
諮
問
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
賃
借
料
情
報
の
設

　

定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
の
農
業
労
務
標
準

　

賃
金
等
の
決
定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
賃
借
料
情
報
の

　

公
表

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法

第
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令

和
４
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
12

月
ま
で
に
賃
借
さ
れ
た
賃
借
料

を
基
に
、
令
和
４
年
農
地
賃
借

情
報
を
下
記
の
通
り
公
表
し
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
34
回

お

知

ら

せ

１．田（水稲）の部
（10ａ当たり）

地域名 平均額 最高値 最低額 データ数 備考

赤井川村 ８，１００円 １０，９００円 ５，０００円 ２４ ８件

２．畑（普通畑）の部
（10ａ当たり）

地域名 平均額 最高値 最低値 データ数 備考

赤井川村 ５，０００円 ５，０００円 ５，０００円 ５ ５件

３．畑（牧草地）の部
　　賃貸契約件数が０件のため非公表。

　なお、公表した金額で契約を勧めるものではありませんので、賃借料につきましては、当事者間での話
し合いにより個々の条件などを考慮して決定してください。

■赤井川村賃借料情報の公表

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望　

９
件

 

買
受
希
望　

３
件

 

（
令
和
５
年
３
月
13
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。
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お知らせ伝言板

◇
振
替
納
付
日
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
の

振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
確
実
に
振
替
納
付
で
き
る
よ

　

う
、
振
替
納
付
日
の
前
日
ま

　

で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

◇
期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ

　

た
場
合

　

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ

た
場
合
や
、
振
替
口
座
の
残
高

不
足
等
で
振
替
納
税
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
法
定
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
次
の
方
法
に

よ
り
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
の
納
付
に
は
、

金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
に

行
く
必
要
が
な
く
、
自
宅
や
事

務
所
な
ど
か
ら
非
対
面
で
納
付

手
続
が
可
能
な
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
」
が
便
利
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.nta.
go.jp/taxes/nozei/nofu/01.
htm

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

〇
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
（
ｅ

－

Ｔ

　
ａ
ｘ
に
よ
る
口
座
振
替
）

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

　

グ
や
Ａ
Ｔ
М
を
利
用
し
て
納

　

付
〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

〇
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ

　

ン
ビ
ニ
納
付

■
納
付
書
を
使
用
し
た
納
付

　

右
記
の
手
続
に
よ
り
納
付
が

で
き
な
い
方
は
、金
融
機
関（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
又
は
所

轄
税
務
署
で
納
付
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
納
付
書
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
所
轄
税
務
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

余
市
税
務
署

　

℡
２
２

－

２
０
９
３

　

４
月
に
入
る
と
日
を
追
う
ご

と
に
、
暖
か
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
低
気
圧
と
高

気
圧
が
交
互
に
通
過
す
る
た
め
、

天
気
が
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
。

低
気
圧
の
通
過
前
は
南
よ
り
の

風
が
吹
き
暖
か
く
な
り
ま
す
。

低
気
圧
が
通
過
し
て
い
る
と
き

は
悪
天
と
な
り
、
通
過
後
は
次

第
に
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
晴
れ

ま
す
が
、
北
よ
り
の
風
が
吹
い

て
寒
く
な
る
と
い
う
気
温
の
変

化
を
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気

温
の
変
化
を
繰
り
返
し
て
、
次

第
に
暖
か
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

春
は
気
温
差
が
大
き
く
な
り
ま

す
か
ら
体
調
管
理
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
低
気
圧
の
通
過
に
伴

っ
て
雪
に
な
っ
た
り
雨
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
道
路
や
歩

道
で
は
雨
水
や
雪
解
け
水
に
よ

り
水
た
ま
り
が
出
来
や
す
く
、

低
気
圧
の
通
過
後
の
気
温
の
低

下
に
伴
っ
て
、
夜
か
ら
朝
方
に

か
け
て
は
凍
り
つ
い
て
滑
り
や

す
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
も

気
を
遣
う
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
毎
日
の
天
気

春
の
天
気
に
つ
い
て

令
和
４
年
分
確
定
申
告

納
付
期
限
等
の
お
知
ら
せ

申告所得税及び
復興特別所得税

個人事業者の
消費税及び地方消費税

法定納期限 令和５年３月15日（水）令和５年３月31日（金）

振替日
令和５年４月24日（月）令和５年４月27日（木）

予
報
の
他
、
週
間
予
報
や
２
週

間
先
ま
で
の
気
温
の
傾
向
を
公

表
し
て
い
ま
す
の
で
上
手
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
気
象
庁
2
週
間
気
温
予
報

　

https://w
w

w
.data.jm

a.go

　

.jp/cpd/tw
ow

eek/

　

ま
た
、
春
に
は
、
日
本
各
地

で
黄
砂
の
た
め
視
界
が
悪
く
な

っ
て
空
が
か
す
ん
だ
状
態
に
な

る
こ
と
が
時
折
話
題
に
な
り
ま

す
。

　

日
本
へ
の
黄
砂
の
飛
来
量
は
、

発
生
域
の
風
の
強
さ
、
地
表
面

の
状
態
、
上
空
の
風
の
状
態
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

黄
砂
の
状
況
は
気
象
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
る

他
、
北
海
道
で
生
活
に
影
響
が

出
る
よ
う
な
黄
砂
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、「
黄
砂
に
関
す

る
気
象
情
報
」
を
発
表
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
気
象
庁
黄
砂
情
報

　

https://w
w

w
.data.jm

a.go

　

.jp/gm
d/env/kosa/fcst/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

　

令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
、

１
ℓ
あ
た
り
７
円
70
銭
か
ら
８

円
36
銭
と
な
り
ま
す
。

　

し
尿
収
集
運
搬
及
び
処
理
業

務
に
お
い
て
、
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
力
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
昨
今
の
燃
料
費
等
の
高

騰
や
収
集
業
務
の
人
件
費
な
ど

維
持
経
費
も
上
昇
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
に
業
務

を
行
う
た
め
、
料
金
の
改
定
を

行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
負
担
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
後
志
衛
生
施
設
組
合

　

℡
２
２

－

４
４
８
９

し
尿
収
集
料
金

改
訂
の
お
知
ら
せ

区分

基本料金
（200ℓ）

20ℓあたり

例）400ℓを汲
み取りした場合

現行
改訂後

（７月1日から）

１，５４０円

１５４円

３，０８０円

１，６７２円

２６４円

１６７円

１３２円

３，３４４円

１３円

引上額

※表示金額には、消費税含む。（円未満四捨五入）
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INFORMATION

年
金
だ
よ
り

※
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
届
出
先
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
こ
ん
な
と
き
〉

〈
ど
う
す
る
〉

〈
届
出
先
〉

会
社
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

結
婚
や
退
職
等
で
配
偶
者
の
扶
養

に
な
っ
た
と
き

第
３
号
被
扶
養
者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の

種
別
変
更
の
手
続
き
を
す
る

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

配
偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き

引
き
続
き
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先

年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

再
交
付
の
手
続
き
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

口
座
振
替
を
開
始
・
停
止
・
変
更

す
る
と
き

口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
を
提
出
す
る
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組

合
・
労
働
金
庫

納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き

納
付
書
の
再
発
行
を
申
し
出
る

年
金
事
務
所

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き

保
険
料
免
除
の
申
請
を
す
る

（
全
額
・
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
免
除
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き

学
生
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
す
ぎ
た
と
き
国
民
年
金
保
険
料
還
付
請
求
書
の
提
出
を
す
る
年
金
事
務
所

65
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

障
害
者
に
な
っ
た
と
き

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

初
診
日
に
第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

初
診
日
に
第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

20
歳
前
に
障
害
に
な
っ
た
場
合

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

死
亡
し
た
と
き

国
民
年
金
加
入
中
↓
遺
族
基
礎
年
金

・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の
請
求

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

（
年
金
事
務
所
の
場
合
有
り
）

こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

【
赤
井
川
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
教
諭　
　
　

牧
野　

直
樹

（
京
極
町
教
育
委
員
会
）

　

▽
教
諭　
　
　

小
原
い
つ
か

（
東
陽
小
学
校
）

　

▽
養
護
教
諭　

大
浦　

郁
恵

（
東
陽
小
学
校
）

◇
転
入

　

▽
教
頭　
　
　

都
築
愛
一
郎

（
小
樽
桜
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

日
置　

昌
代

（
仁
木
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

瀬
戸
川
典
子

（
倶
知
安
西
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

佐
藤　

英
治

（
真
狩
中
学
校
）

　

▽
養
護
教
諭　

滝
澤　

素
代

（
余
市
紅
志
高
等
学
校
）

【
都
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

渋
谷　

順
一

（
近
藤
小
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

落
合　

顕
治

（
白
井
川
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

細
川
あ
ゆ
み

（
黒
松
内
小
学
校
）

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

山
本　

里
香

（
倶
知
安
西
小
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

大
磯　

俊
一

（
黒
松
内
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

藤
村　

晴
美

（
東
陽
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

嘉
山　

嘉
紀

（
登
小
学
校
）

　

▽
事
務　
　
　

加
賀　

一
朗

（
長
橋
小
学
校
）

【
赤
井
川
中
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

齋
藤　

直
幸

（
小
樽
松
ヶ
枝
中
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

林　
　

利
臣

（
神
恵
内
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

八
柳　

圭
介

（
小
樽
松
ヶ
枝
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

福
田　
　

旭

（
蘭
越
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

本
田　
　

亨

（
退
職
）

▽
教
諭　
　
　

野
寺　
　

亨

（
札
幌
新
陽
高
等
学
校
）

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

浦
嵜　

晶
明

（
泊
中
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

白
井　

尚
史

（
岩
内
第
一
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

本
間　
　

崇

（
紋
別
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

工
藤　

寛
明

（
大
成
中
学
校
）

※
（　

）
内
は
そ
れ
ぞ
れ
転
出

　

先
、
転
入
先

教
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
け
）
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.2.14 0.040 雪
2.17 0.040 くもり
2.21 0.034 雪
2.24 0.034 くもり
2.28 0.034 晴れ
3.3 0.041 くもり
3.7 0.034 くもり
3.10 0.046 くもり
3.14 0.035 雪

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

４
月
の
気
象
情
報

　

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、

環
境
省
で
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

を
支
援
し
ま
す
！

◇
こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援
事

　

業
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）

■
概
要

　

開
口
部
の
断
熱
改
修
、
外
壁
、

　

屋
根
・
天
井
ま
た
は
床
の
断

　

熱
改
修
、
エ
コ
住
宅
設
備
の

　

設
置
、
子
育
て
対
応
改
修
、

　

開
口
部
の
防
災
性
向
上
改
修
、

　

空
気
清
浄
機
能
・
換
気
機
能

　

付
き
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
バ

　

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
リ
フ
ォ

　

ー
ム
瑕
疵
保
険
等
の
加
入
の

　

工
事
等
に
応
じ
て
補
助
額
を

　

設
定
、
補
助
上
限
額
は
30
万

　

円
（
世
帯
要
件
に
よ
り
最
大

　

60
万
円
）

■
対
象
者

　

令
和
４
年
11
月
８
日
以
降
に

　
「
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
」
に
着

　

手
し
、
申
請
し
た
方

◇
先
進
的
窓
リ
ノ
ベ
事
業

　

住
宅
の
断
熱
性
能
向
上
の
た

め
の
先
進
的
設
備
導
入
促
進
事

業
等

■
概
要

　

高
性
能
な
断
熱
窓
へ
の
改
修

　

に
つ
い
て
、
工
事
内
容
に
応

　

じ
て
定
額
を
補
助
（
上
限
２

　

０
０
万
円
）

■
対
象
者

　

令
和
４
年
11
月
８
日
以
降
に

　

契
約
を
締
結
し
、
事
業
者
登

　

録
後
に
着
工
、
申
請
し
た
方

◇
給
湯
省
エ
ネ
事
業

　

高
効
率
給
湯
機
導
入
促
進
に

よ
る
家
庭
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
促
進
事
業
補
助
金

■
概
要

　

①
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ

　

フ
ァ
ー
ム
）、
②
ヒ
ー
ト
ポ

　

ン
プ
給
湯
機
（
エ
コ
キ
ュ
ー

　

ト
）、
③
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給

　

湯
機
を
設
置
す
る
場
合
に
定

　

額
を
補
助
（
①
は
15
万
円
、

　

②
及
び
③
は
５
万
円
）

■
対
象
者

　

令
和
４
年
11
月
８
日
以
降
に

　

契
約
を
締
結
し
、
事
業
者
登

　

録
後
に
着
工
、
申
請
し
た
方

※
い
ず
れ
の
事
業
も
受
付
期
間

　

は
、
３
月
下
旬
か
ら
予
算
上

　

限
に
達
す
る
ま
で
（
遅
く
と

　

も
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
）

　

で
す
。

　

詳
細
は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
先
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://jutaku-shoene202

　

3.m
lit.go.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
３
キ
ャ

　

ン
ペ
ー
ン
補
助
事
業
合
同
お

　

問
い
合
わ
せ
窓
口

　

℡
０
５
７
０

－

２
０
０

－

５
９
４

※
左
記
は
Ｉ
Ｐ
電
話
専
用
で
す
。

　

℡
０
４
５

－

３
３
０

－

１
３
４
０

◇
令
和
５
年
度
の
保
険
料
改
訂

　

の
ご
案
内

　

令
和
４
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は

10
．
29
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．
10

％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料

率
は
１
．
82
％（
プ
ラ
ス
０
．

18
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
の
か
か
り
方
な
ど
を
振
り
返

り
、
よ
り
最
適
な
行
動
を
す
る

こ
と
が
将
来
的
な
北
海
道
の
医

療
費
上
昇
、
保
険
料
率
の
伸
び

を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
さ
ら
に
お
得
に
な
る
「
生
活

　

習
慣
病
予
防
検
診
」
の
ご
案

　

内

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
35
歳
～

74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
の
方
を

対
象
に
「
生
活
習
慣
病
予
防
検

針
」
を
実
施
し
て
お
り
、
年
度

内
お
一
人
一
回
に
限
り
、
健
診

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
定
期
健
康
診
断
の
検

査
項
目
に
加
え
て
、
５
大
が
ん

検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診

項
目
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

　

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の

３
つ
の
支
援
策

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９８８ １５０ １，１３８ ＋１４

男 ５００ ９７ ５９７ ＋１３

女 ４８８ ５３ ５４１ ＋１

世帯数 ５２０ １３９ ６６４ ＋９

※令和５年２月28日現在

住
民
の
ま
ど

 〈
２
月
15
日
～
３
月
14
日
届
出
〉

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
２
月
15
日
～
３
月
14
日
〉

（
２
月
）

15
日
◇
全
国
過
疎
地
域
連
盟
北

　
　
　

海
道
支
部
理
事
会
／
札

　
　
　

幌
市

17
日
◇
北
海
道
総
合
開
発
計
画

　
　
　

意
見
交
換
会
／
字
赤
井

　
　
　

川

18
日
◇
北
海
道
議
会
議
員
村
田

　
　
　

の
り
と
し
さ
ん
を
励
ま

　
　
　

す
集
い
／
余
市
町

20
日
◇
北
後
志
衛
生
施
設
組
合

　
　
　

及
び
北
後
志
消
防
組
合

　
　
　

議
会
第
１
回
定
例
会
／

　
　
　

余
市
町

　
　

◇
北
海
道
後
志
総
合
振
興

　
　
　

局
地
域
創
生
部
長
来
庁

　
　
　

懇
談
／
字
赤
井
川

　
　

◇
地
球
温
暖
化
と
ゼ
ロ
カ

　
　
　

ー
ボ
ン
講
演
会
／
字
赤

　
　
　

井
川

21
日
◇
見
積
合
せ
／
字
赤
井
川

　
　

◇
民
生
委
員
感
謝
状
贈
呈

　
　
　

／
赤
井
川
村
内

25
日
◇
Ｇ
７
札
幌
気
候
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会

合
開
催
記
念
「
Ｇ
７
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」／
洞
爺
湖
町

27
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
理
事
会
／

　
　
　

東
京
都

（
３
月
）

３
日
◇
後
志
教
育
セ
ン
タ
ー
組

　
　
　

合
議
会
定
例
会
／
倶
知

　
　
　

安
町

　
　

◇
北
海
道
新
聞
取
材
対
応

　
　
　

／
字
赤
井
川

５
日
◇
第
24
回
赤
井
川
ジ
ュ
ニ

　
　
　

ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　

ス
キ
ー
大
会
／
キ
ロ
ロ

　
　
　

特
設
コ
ー
ス

８
日
◇
令
和
５
年
赤
井
川
村
議

　
　
　

会
第
１
回
定
例
会
／
字

　
　
　

赤
井
川
／
～
10
日

10
日
◇
赤
井
川
村
議
会
解
散
式

　
　
　

／
小
樽
市

13
日
◇
旧
ス
ク
ー
ル
バ
ス
売
り

　
　
　

払
い
開
札
／
字
赤
井
川

14
日
◇
陸
上
自
衛
隊
第
11
特
科

　
　
　

隊
長
挨
拶
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

９
日
◇
建
築
工
事
検
定

10
日
◇
赤
井
川
村
地
域
公
共
交

　
　
　

通
活
性
化
協
議
会
分
科

　
　
　

会

15
日
◇
確
定
申
告
事
務
／
～
３

　
　
　

月
２
日

16
日
◇
令
和
４
年
度
赤
井
川
村

　
　
　

通
学
路
安
全
推
進
会
議

20
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

21
日
◇
教
育
委
員
会
議

22
日
◇
赤
井
川
村
地
域
公
共
交

　
　
　

通
活
性
化
協
議
会

24
日
◇
公
営
企
業
法
適
用
業
務

　
　
　

検
定

27
日
◇
第
34
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　

◇
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

　
　
　

会

26
日
◇
赤
井
川
村
農
林
業
活
性

　
　
　

化
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　

会
議

31
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

　

自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

候
補
生
（
男
子
・
女
子
）、
一

般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯

科
・
薬
剤
）、
医
科
・
歯
科
幹

部
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

４
月
19
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　今月の表紙は、中学校の卒業式からの1
枚です。
　今年は感染症対策が緩和され、３年ぶ
りに保護者の方たちも教室で最後の学活を
迎え、卒業生から保護者の方々へ手紙が
手渡されていました。
　卒業生の皆さん、卒業おめでとうござい
ます！

む
ら
の
日
誌（
２
月
）

自
衛
官
募
集

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■３月は暖かい日が多く雪解けが進んだので、春の訪れが例年より
も早く感じられますね。４月も暖かくなる予報なので、一気に春め
いていますね。
　４月は新年度の始まりでもあり、新しい環境に飛び込む方も多い
かと思います。環境など慣れないことづくしかもしれませんが、新
天地でも無理をしない程度にがんばってくださいね！（K）
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　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川村写真館～赤井川の四季～

第24回赤井川ジュニアクロスカントリー大会
撮影：大会実行委員会　場所：キロロ特設コース　撮影日：2023年3月5日


